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今日の話の流れ（40分）
1．水泳が危ない
2．なぜ水泳「水辺文化」分科会なのか
3．水泳「水辺文化」分科会がやってきたこと
(1)学校づくり・職場づくりの重視
(2)能力別指導（習熟度別指導）と対峙
(3)水泳実践の可能性を追究

4．水泳｢水辺文化｣研究・実践の流れ
(1)ドル平誕生から系統性研究(1960年代～)
(2)系統的指導とグループ学習の統一（1980年代後半～）
(3)教科内容研究（1990年～）
(4)教育課程研究（2000年～)
(5)授業づくり研究（2005年～)
(6)現在の実践について

5．これからに向けて

映像で振り返る研究・実践（20分）



水泳が危ない

朝日新聞「耕論から」

制野俊弘氏（和光大）は、自身の東日本大震災の体験から「水難から命を守る基礎学力」
として水泳は不可欠

「地域に一つプールを確保して融通し合い、民間に指導を委託する。その分浮いた資金
や労力を、オンライン授業の環境づくりに振り向ける」
渡辺由美子氏（ＮＰＯ法人キッズドア理事長）

「水泳授業は先生も負担が大きい。水難事故を防ぐ指導や、泳ぎに触れる機会を年に数
回、イベント的にすれば十分」
高橋秀実氏（ノンフィクション作家）としている。

水泳が危ない



水泳を取り巻く諸問題

プールの老朽化⇒改修が当たり前と言えない⇒壊して跡地利用にしたら
千葉県佐倉市 大阪府枚方市

教師の働き方改革⇒夏期休業中の教師の負担。
プール開放が社会体育に位置付いていない。
浄化槽の稼働、薬品投与

⇒夏期休業中の水泳指導
水泳指導そのものの体への負担
プール開放を行っても参加者が少ない。

＜コロナ禍以前の水泳指導の変化＞
指導回数、指導時間の大幅減
夏休み中の指導の中止、回数減⇒緑のプール
二学期の水泳をなくす⇒運動会の練習に⇒子どもが熱中症で倒れる

水泳が危ない



広島大会 水泳「水辺文化」分科会基調提案

中島滋章氏（佐賀）これらの風潮⇒「水泳軽視」
「水泳が学校で身につけるべき学力と捉えられていない」
「水泳で何を教えるのかが今まさに問われているのではないか」
「泳げるようにするだけではない、『水辺文化』を教材にすることの再確認を」

水泳を取り巻く危機的な状況に対して、それでも必要な根拠を「水辺文化」を
もって示す必要がある。「水泳軽視」に対して「水辺文化」がどう対峙できるの
かという課題が分科会に突きつけられている。

↓
分科会での討議が必要

水泳が危ない



なぜ水泳「水辺文化」分科会なのか

2000年中標津大会で「水泳分科会」から、水泳「水辺文化」分科会へと名称変更

90年代の教科内容研究では、スポーツ文化研究の蓄積から、実験的実践が数多く
報告され、水泳実践が一気に開花した時期であった。
⇒「水泳」という範疇では収まりきれず、「水辺文化」と括る方が相応しい。

研究対象を「水泳」よりは「水辺文化」というもっと広い枠組みから教材化しよ
うとした。

「水辺文化」(すいへんぶんか)とするのは、(みずべ)であると海岸を想起し、そ
こでの活動に限定されるというイメージがあるため。＜中島滋章氏の提案から＞



水泳｢水辺文化｣分科会がやってきたこと

①学校づくり・職場づくりの重視
学級独自で実践が行えない。学年の同意が必要。
学校独自の教育課程があり、それに基づいた検定表、進級表がある。

②能力別指導（習熟度別指導）と対峙
能力別指導が一般的な水泳指導

③水泳実践の可能性を追究
「泳げてなんぼ」の水泳指導の見直し
90年代の教科内容研究

水泳「水辺文化」分科会がやってきたこと



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

水泳「水辺文化」分科会 研究・実践の流れ

(1)ドル平誕生から系統性研究(1960年代～)

(2)系統的指導とグループ学習の統一（1980年代後半～）

(3)教科内容研究（1990年～）
1995東京大会特別講座「中村敏雄講演」

(4)教育課程研究(2000年～)
分科会の名称を水泳「水辺文化」分科会へ

(5)授業づくり研究(2005年～)



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

(1)ドル平誕生から系統性研究(60年代～)

「ドル平泳法の教える中身を明らかにする」(85橋本)
「水泳の運動技術と主体的学習」(86大貫)
「考える・わかる指導系統へのアプローチ」(86大阪水プロ)

子どものつまずきが「呼吸」にあることに着目し、60年代に集団的な研究か
ら考え出されたのが「ドル平泳法」である。

その後、技術指導の系統性研究により、「ドル平泳法の指導」が確立される。
ドル平→バタフライ→クロール→平泳ぎ→背泳という発展過程が考えられる。



リズム変換により、近代泳法の習得を可能にした。

ドル平は、呼吸・リズム・リラックスを大切にした泳法



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

(2)系統的指導とグループ学習の統一（80年代後半～）

「自分と友達現在・過去・未来の泳ぎがわかる」(87飯島)
「ぼくらのドル平研究」(89黒野)
「泳ぎの感動を全ての子に」(90大貫)
「授業計画を子どもの手に」（90中川）
「みんなでさがそう平泳ぎへの道」(93牧野)
「ドル平の秘伝書づくり」(95渋谷)
「みんなで泳げるようになろう。少し考えて」(00佐々木)
「６年個人メドレーに挑む」(06中川)

技術認識を深め、それを学習集団が共通のものとしなければ、みんなが泳げるように
はならない。この課題を克服するために、グループ学習が実践の中心的な課題となる。

ドル平または近代泳法に至る技術の系統性について、子どもが観察や実験を通して
見つけて行く授業であり、学習集団をどう組織するのかということに力点が置かれて
いた。従来の指示→活動という殆どの水泳指導で見られる一斉指導から、グループ学
習への転換が図られていった。



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

ほとんどの水泳指導は、教師の指示⇒活動という流
れで授業が進んでいくが、教師から与えられた課題
（発問）に対して、子どもが観察や実験を繰り返し
ながら、泳ぎに欠かせない技術ポイントを学んでい
くスタイルが発問型グループ学習であった。

発問型グループ学習

・教師の投げかけに対して、練習計画を立て、それ
を元にグループで実験を行う。練習計画⇒実践⇒ま
とめという１時間の授業の流れができていた。

・単元を、実技オリエンテーション（発問に対して
の答えを見つける段階）＋習熟練習（見つけた答え
を元に学習課題を立て、習熟する段階）と大きく２
つの段階を経て学習が進められた。

大阪支部水泳プロジェクト『とどのつまりは』1991年、p13



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ発見型グループ学習

予想

実験



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

･･･抱え切れないほどの宿題とアドバイスを持ち帰り、
悶々と四苦八苦した末に考えついたのが「秘伝書」
だった。泳げる子が泳げない子に教えるということを
前面に押し出すと、できない子が劣等感を持つ。また、
泳げる子が飽きてしまうことも予想される。そこで、
グループで泳げない子に教える中で、泳げるようにな
るための秘密(=普遍的な法則や原理)を探り、それを

まとめて水泳の「秘伝書」を作ることを目標とするこ
とにしたのである。こうすれば、泳げない子のつまづ
きや気持ちがわからなければ「秘伝書」を作れないの
で、泳げない子がプレッシャーを感じずに学習の中心
になるし、泳げる子も自分の力を発揮しなければなら
ず、グループ学習が効果的になる…こんなふうに、授
業の柱ができあがっていった。

『宮城の体育実践』創文企画2012年、p223

「ドル平の秘伝書づくり」(95渋谷)



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

(3)教科内容研究（1990年～）

①泳法の発展史を追体験する授業
・歴史の１地点に立たせて、どんな泳法
が考えられたのを予想

・技術改良によって速くなることの理解
・昔の競技大会の再現

②日本泳法そのものを扱う授業
・父母、祖父母への水泳の聞き取り
・近代泳法と違う日本泳法の良さを
教えようとしたが･･･

③低学年の水泳の在り方を検討
・表現としての「お話水泳」

｢水泳にも生い立ちがあったんよ｣(94中川)
｢平泳ぎはなぜカエル足か｣(94牧野)
｢水泳の歴史をグループで研究しよう｣(96澤口･佐々木)
「クロールの歴史を学ぶ」(99牧野)
「背泳ぎはどうして生まれたのか？」(02牧野)

「水辺文化の授業づくり」(97平田)
「３つの平泳ぎ」(97牧野)
「『日本泳法』実践化の可能性｣(01牧野)
「和光中の臨海学校の取り組み」(08大和)

「低学年のグループ学習｣（94･95藤井）
「低学年のおはなし水泳」(98中川）
「いろんな泳ぎに発展できる豊かな学びを」(05平田)



どんな泳ぎが
考え出された
のだろう？

どんな泳ぎが
考え出された
のだろう？

人命救助の泳ぎは
どんな泳ぎだった

のだろう？

なぜカエル足
になっていっ
たのろう？



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れクロールの歴史を学ぶ(1998年)

「オーバーアームやトラジオンは、なぜ横泳
ぎからわざわざむずかしくしたのかがわかっ
た。それは、速く泳ぐためだった。その理由
は、上から手をもどすと、水のていこうを受
けず、勢いが殺されないからだ。（Ｙ）」

横泳ぎ→体を横にしてかいた手を
水中でもどす

オーバーアーム→片手を空中でもどす
トラジオン→空中で両手をもどす



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ水泳の歴史をグループで研究しよう(1996年)

1．クロール

2．平泳ぎ

3．バタフライ

4．背泳



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

中村敏雄講演を受けて

９５年東京大会特別講座の中で、

「今やっている水泳指導は競泳であって、水泳指導のごく一部にすぎない」

「ドル平の先にあるものは近代泳法だけではない」

「ドル平は近代資本主義に対するものとして考えられたものにも関わらず、それが近
代泳法に直結していて良いのか」

「近代泳法が日本に入ってくるまでは、日本泳法が中心であった。日本泳法には、近
代泳法にない内容が数多くあるにもかかわらず、それを教えなくていいのか」

と言うような内容を述べられた。

「中村氏の提起によって、プールという人工物の中での水泳を対象にするだけでな
く、自然環境の中での水泳を対象にすることも可能であり、水と人との共存を目指す
水泳指導の在り方を私たちに問われている気がした。」

（中村講演を聴いた水泳分科会の人の感想から）

そうだ！日本泳法だ！ーとても単純



３つの平泳ぎ実践(1997年)

どれをとっても、日本泳法の否定的な面が際
立ち、「だから今では、泳がれなくなった」
という子どもの受け止め方をさせてしまった。
プールで日本泳法を指導することの難しさが
分かった。

水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れお話水泳

わにさんのさんぽ

あざらしさんのさんぽ

『新学校体育叢書』水泳の授業

従来の低学年の水泳指導はドル平
の下請的な段階と考えられてきた。

↓

しかし、浮けたからと言ってすぐ
にドル平の系統性に結びつけるの
でない。多様な身体操作の経験か
ら「水遊び」独自の世界を広げた
り、また、「表現」としての可能
性も含まれたりしていることがわ
かってきた。



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ(4)教育課程研究(2000年～)

「水泳の教育課程（小学校）｣(02大阪水プロ)
「私たちの教育課程試案(高学年)」(03瀬見)
「水泳の教育課程をみんなが使えるものに」(04佐々木)
「教育課程をみんなのものに」(05中島)

低学年

「水慣れ～浮き～呼吸を含んだ浮き」と
いう流れで学習を進める。｢お話水泳｣を
教材とする。

中学年

ドル平習熟と近代泳法に繋がるドル平の
バリエーション

（うねりのあるドル平やワンキックドル
平､ドルクロなど）



高学年

近代泳法を学ぶが､習熟だけでな
く､歴史を学ぶことを通して近代泳
法が推進力を増す泳ぎ､抵抗を少な
くした泳ぎであることなどを学習
する。
日本泳法の体験

中学校・高校
競泳
日本泳法

「水泳の教育課程（小学校）｣(02大阪水プロ)
「私たちの教育課程試案(高学年)」(03瀬見)
「水泳の教育課程をみんなが使えるものに」(04佐々木)
「教育課程をみんなのものに」(05中島)



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ(5)授業づくり研究(2005年～)

小平サークルの特長は、浮力を用いた呼吸法をまず
習得させ、斜め浮きからドル平へ、そしてワンキック
ドル平から近代泳法に繋げる所にある。

物体が水の中に落ちると、沈んだ後は比重が１より
小さい場合は浮力によって水面に上がろうとする。そ
の力を最大限に利用して呼吸が行われるので、無理な
く呼吸することができる。プールサイドを両手で持ち
正座位になり呼吸法を身につける。次の段階として、
斜め浮きからドル平を習熟していく。キックもワン
キックであり、伏し浮きの状態を長く保ったドル平が
完成される。

小平サークル（東京）の水泳指導



分科会でのドル平指導
水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ

水泳分科会（主に大阪水プロ）では、沈み
込みの少ない息継ぎにするために、ゆっくり
とした首の動作を重視している。

「ニューッ」とした首の動きの習得は困難なので、
初期の段階から時間をかけて教えようとする。従
来行ってきた分科会での指導法と、沈み込みやう
ねりを使って泳ぐ小平サークルの指導法にはこの
ような見解の相違がある。

また、ワンキックかツーキックかという問いに
も、ゆっくりとしたドル平を目指す小平サークル
と、４拍子のリズムによって動きを獲得させよう
とする点での相違がある。

指導法の交流をすることで長短が分かり、現在
ではそれぞれのやり方を取り入れ、ドル平の指導
を行っている。



水泳｢水辺文化｣分科会 研究・実践の流れ
現在の実践動向

○シンクロ実践（リズム水泳、音楽水泳）
「集団リズム水泳」(06有馬)
「５年生のシンクロ」(11池内)
「お話水泳や歌声水泳（15児玉）
「音楽水泳で楽しい水の世界を」(19中島)

○日本泳法の教材化
水泳の授業はプールという「静かな水」で泳ぐという限定され
たものに対して、うずまき（洗濯機、流れるプール）で「動く
水」を作って「日本泳法」を教えるという実践も続けられている。
「動く水でのドル平指導」(12牧野)
「流れる水でクロールを泳ごう」(13佐々木)
「静かな水から動く水への水泳指導」(16牧野)

○水泳の意味を問い直す
支援学校、支援学級での水泳指導、何のために泳ぐのかを問う
「肢体不自由児にドル平を指導して」(07渋谷)
「河根小の水泳４年間」（12中岡）
「水泳から命を考える」(17中島）。

動く水（渦巻き）中を平泳ぎで泳ぐ

順下から抜き手で泳ぐ



水泳｢水辺文化｣分科会のこれから

しかし「水辺文化」は「水泳軽視」に本当に対峙できるのだろうか？

○水泳指導のジレンマ

分科会では、初心者指導のドル平から、ドル平から近代泳法に繋げる系統性研究を深めてきた。
それは分科会の成果であるが、中村氏の意図とはかけ離れた方向に研究・実践を進めてきたとい
うことも事実である。
ドル平の目指すものは競泳ではないと分かっていても、そうせざるを得ない日々の授業がある。

↓

だからこそ、「水辺文化」を研究の対象として、教材化を試みてきた。水泳をトータルに教え
る授業の実現を

○これからの課題 例えば、
・自然との関わりの中での水泳を教える。
・水と人との科学的な内容
・日本泳法の実践化


